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封建的危機と「黄金のプラハ」

進藤牧郎

とうとう定年を迎えることになってしまいました。1951年に金沢に赴任し

てから40年近くなってしまったわけです。本当に長い間ヅいろいろ皆々様に

御世話様になり，すっかり甘えて，御迷惑をおかけしましたことなど，お詫

びするとともに，心から厚く御礼申し上げます。どうも有難うございました。

今日は１時間ということで，何か話をということなので，いろいろ考えま

したのですが，今の時代と絡わり合うことで，しかも多少は，私のやってき

た学問の分野にも関連しそうなテーマを選んでみました。

題して「封建的危機と黄金のプラハ」です。封建的危機といわれる時代に

何故にプラハは繁栄の時代を迎えたのでしょう。

戦争が終って，敗戦の中で肝沢山の友人たちを失って，生き残った私たち

に，「何ができるのか？」それは「天皇の名のもとに」沢山の日本人，それ

以上に，その数十倍もlこ亘る人びとの命を奪った「戦争｣，具体的には「日中

15年戦争」とかさなって「第二次世界大戦」という「戦争」の惨禍を，二度

と，否，永遠に繰り返してはならない。そうはいっても「私に何ができるの

か｣｡実は中高の教師になって，若いこれからの世代の人びとに反戦平和の論

]座と歴史を，分り易く，心の奥底に残るように，全力を尽くしてみようと思っ

たのです。

でも戦後３年間，大学で勉強しているうちに，好きな歴史学のなかでもで

きるのでは，という諸先生の甘言にのせられて，余り勉強の好きでない私が，

こんな道を歩んでしまいました。まったく汗顔の至りです。

４０年余り前，私たちにとって，敗戦後の日本という世界に，夢のように描

いた世界は､暗欝な「天皇制の世界」ではない，本当に明るい民主主義的な
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「近代」の世界でした。そして「大塚史学」は，私にとって，やはり一つの

導きの糸であったといえましょう。それでも，封建社会から近代社会への移

行,いわば｢自由な資本主義,その上に立つ近代社会｣という発想には,ちょっ

と異和感がなかったとはいえません。すでにファシズムとの戦いを経験して

しまった「資本主義社会」は，否応なしに独占の段階にあったのですから。

世界史が，すでにファシズムを知って，世界の人びとが，この残虐さを体験

し，これと戦い，レジスタンスのなかで，民族の解放と民主主義の勝利を勝

ち取りました。しかし，何千万の生命ばかりでなく，それに数十倍もすると

いう戦争の犠牲者を出していました。これ以上の犠牲者の増大を救うためと

はいえ，人類が「原子爆弾」を知ってしまった，そのもとでの「近代とは何

か」を私たちは問わねばならなかったわけです｡たしかに終戦の時には,１９２９

年以来戦争にまで行きついてしまった「資本主義の危機」について，世界中

の歴史家，あるいは経済史家たちは，封建制から資本主義への移行．とくに

「封建的危機の時代」を問題に取り上げていました。私の学問に入ったころ

の最初の問題意識は，その後の研究の「原点」でもあったといえましょうか。

４０年以上経って，日本が経済大国として，その繁栄をいっている時，世界

の経済史家たちによって，今また，勿論別の視角からですが，この「封建的

危機の時代」が取り上げられているのをみますと，決して，「歴史は繰り返え

す」という意味ではありませんが，何か一つ世代が変ったな，1930年代から

第二次世界大戦のころの危機感とは違った意味で，この資本主義社会も，さ

らには現実の社会主義社会をも加えて，もう一度，社会の，いわば構造的な

危機に直面しているのではないか，と思うようになっているのです。たとえ

ば，資本主義社会における国民経済と多国籍企業の経済学。「国民国家」の枠

に閉じ込められた「国際政治，国際外交｣。どうも時代は私たちより先行して

いるようです。そうは思いませんか。

戦後学部での最初の講義は今井登志喜先生の「近代における繁栄中心の移

動」でした。たとえば最近のベスト・セーラーの一つ，ポール・ケネディの

「大国の興亡」とか，最近流行の社会史のなかでは，読みごたえのあるフェ

ルナン・ブローデルの「物質文明・経済・資本主義」など，４０年余り前の講

義では,都市が中心でしたが,都市と国家の違いはあっても，今はいわば｢覇
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権大国の興亡史」です。そのなかで，もう一度14世紀以来のう広い意味で｢封

建的危機の時代｣，別の言い方をすれば「資本主義の成立の時代」が取り上げ

られ，しかもそのなかでは資本主義の「衰退の時代」が予測されているのを

感じられるのではありませんか。従来の世界史では，常に「発展の歴史」し

か取り上げてきませんでした。しかし，私には「発展」の裏に，沢山の「停

滞」や「衰亡」の歴史があったように思います。世界史の舞台に登場する数

少ない「民族・国民・国家」のほかに，貧困と飢餓に打ちひしがれた，多数

の人びと，停滞のなかに沈潜している「民族・国民・国家」も，この地球上

には沢山存在しているという事実に目をつぶるわけにはいかないのです。こ

んな思いを持ちながら，従来の歴史学ばかりでなく，経済学さえもが，こと

に「国民経済」を所与の前提とするかぎり，これで良いのかな，と思わざる

を得ません。そこで今日は，あらためて，「封建的危機の時代」とくにチェコ

人の国ボヘミア「黄金のプラハ」と呼ばれた14世紀「封建的危機の時代」に

目を向けてみようと思うのです。１３世紀後半のいわゆる「ドイツの大空時代

1254～73」の後，ハプスプルク家のルードルフ１世が皇帝に選挙されたこと

は御存じだと思いますが,その最も強力な対立候補がチェコ民族王朝のプシェ

ミスルーオタカルn世であったことはあまり知られていないようです。当時

のボヘミア王国は,北はパルト海から南はアドリア海までの東欧の大国｡1241

年モンゴルのためにリーグニッツの戦いで，ヨーロッパ連合軍が惨敗したに

もかかわらず，幸いにもモンゴル軍が撤退した後の東欧世界を，事実上支配

し，しかもモンゴルの劫略を免かれた豊かなボヘミアを拠点に，神聖ローマ

帝国全域にまで強い影響力をもっていました。しかしオタカルn世の強大化

を恐れたドイツ諸侯や教皇さえもが強硬に反対して「貧しき伯爵」ハプスプ
ルク家のルードルフを皇帝に選んだわけです。

でもハプスブルク家は決して「貧しき伯爵」ではありませんでした。ヨー

ロッパの十字路にあって「金持ちグントラム」の国でもありました。なるほ

どドイツ諸侯の反対にあって皇帝位は，1438年まで，持続して維持すること

はできませんでしたが，ハプスプルク家もまた豊かなボヘミア王国への野心

をあきらめていたわけではありません。しかしこの王国は，1346年にはルク

センブルク家に帰してしまいました。ボヘミア王としてはカレル１世，ドイ
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ツ皇帝としてはカールⅣ世の時，ルクセンブルク家の首都プラハは､「黄金の

プラハ」と呼ばれる繁栄の時代を迎えました｡｢百塔の街」といわれるように，

ゴチックの尖塔が建ち並び，神聖ローマ帝国では最初の大学，今のカレル大

学が1348年創設されたばかりでなく,当時のヨーロッパでは，おそらく最大

規模の「都市計画」が実現しています。

プラハには２つの城塞がありました。その’つがヴルタヴァ川をその南か

ら苑するヴィシェフラート城と，もう1つがヴルタヴァｌｌｌの北，レトナの丘

の上に築かれたフラチャニ城です。ともにチェコ民族の古代伝説のなかに現

れていますが，フラチャニ城にチェコの最初の民族王朝プシェミスル朝が君

臨するようになると，その丘の下に，いわば城下町としてマラー・ストラナ

が開け，ヴルタヴァ川を挟んで，おそらくはいわゆる河川敷の湿地帯に，古

くからユダヤ人が定住し，これを核として商人や手工業者の町，スタレー．

ムニェスト（旧市街）が生まれていました。この２つの街を結びつける「カ

レル橋」はプラハの町の象徴だったともいえましょう。この旧市街を取り囲

み，さらに南のヴイシェフラート城に結びつけるように，カレル’世は，新

しい街，ノヴェー．ムニェストを建設したのです。この広大な街並を見おろ

すように王城フラチャニ城も整備され,華やかな宮廷文化の花が咲きました。

今もプラハの東南十数キロのところにあるカルルシュテイン城には，カレル

，世時代の宝物類を保存し，その文化の豪華苔を残しています。先駆的な人

文主義者のペトラルカをはじめ，ヨーロッパの各地から多くの人文主義者た

ちが，このプラハを訪れています。

たしかにこの繁栄の基礎にはクトナーーホラの銀が挙げられています。す

べての河川がヴルタヴァ川に集って，つくりだす豊沃な平野部。それを四方

から包む周囲の山々には豊富な鉱山資源が満ち溢れていました。それでも，

チェコスロバキアの歴史家フランチシェク・カフカによれば，ボヘミアの繁

栄の基礎は，農業の発展であり，’3世紀以来，家畜数の増大，畜力利用の一

般化，鉄製梨の普及，その結果としての三圃制農法の一般的導入。耕地は，

放牧地や山林を犠牲にして拡大し，チェコ人農民の不足を補って，とくにド

イツと国境地域にはドイツ人による植民が進み，「ドイツ人の権利」と呼ばれ

た世襲小作権の基礎の上に，新らしい，より自由な農民と貴族領主との関係
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が形成されてきた。カフカは，このことを条件に生産物の商品化も進み，商

業の可能性も生まれて，農民の給付する賦役と現物貢租は貨幣給付にとって，

代わることになる，というのです。

このようなカフカの見解には疑義を感ずる方も多いと思います。従来から

の見解では，三圃制農法の導入は，古典荘園制，本来的な農奴制形成の条件，

自給自足的な村落共同体の形成の条件であって，賦役あるいは現物地代の金

納化の条件とは考えられていませんでした。いわゆる「大開墾時代」ドイツ

人の「東方植民」そして「中世農奴解放」は，封建社会の「構造転換」とし

てしか理解できなかったのです。勿論，たとえば上原専禄先生のヴイーン近

郊のクロスターノイプルク修道院における貨幣地代の例や有名なコスミンス

キーのイギリス西北部における金納化の例もあります。それでも，いわばエ

ルベ以東の後進地帯に属すると考えられてきたボヘミアで13～14世紀に金納

化が言われることには，私も正直のところ，驚いてしまいました。でもチェ

コの歴史家が言うのですから，あるいは本当かもしれないぞ，とも考えまし

た。

三圃制村落は，従来考えられているように，本当に「自給自足の経済」の

核なのか。そうではなくて，専業の「主穀作物生産」の，当時としては最も

効率的・合理的な経営方式＝三圃制村落共同体だったのではないか。そうと

すると，耕地拡大の犠牲になった放牧地や山林から追われた牧畜はどうなっ

たであろう。三圃制の普及以前には，殆ど労働力を使うことなしに，共有地

で役畜以外の家畜，たとえばブタばかりでなく，ヒツジ・ヤギなどを飼養で

きました。しかし三圃制村落が形成されるようになると，役畜以外の牧畜は

村落から離れ,耕地には適さない山間部に追われてしまいます。「アルプスの

少女」ハイジにあるような，いわゆる「アルム経済」別の言い方をすれば，

三圃制村落の主穀生産と山間部の牧畜とに専業化が強いられ，農牧分業とい

う「社会的分業」が始まるし，同時にいわば「農牧兼業民」のなかから，土

地を離れる人びとをも創り出していくことにもなるでしょう。ハプスブルク

家発祥の地スイスの「原三州」で，いち早く1291年以来，「反乱」が起った理

由の一つは，ここにありました。ボヘミアでも，スイスや西ヨーロッパの先

進地帯に負けないくらいに，同じような条件が，歴史的には準備されていた
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ように思われます。

カフカも13世紀のボヘミアでは，この農業生産力の向上に対応して，５０以

上の小都市が籏生し，銀鉱，とくにクトナーーホラの銀山の開発が急速に進

み，地方市場が展開する。そうしたなかで，事実上の農奴解放，地代の金納

化も進んだ。そして13世紀のボヘミアにあっても，当時ヨーロッパでは最も

先進的であったネーデルランド・フランドル・北イタリーに比肩する都市網

を形成していた，というわけです。

いわゆる「封建的危機論争」では，１４世紀に入ると，停滞期を迎えるとさ

れ，西ヨーロッパでは「英仏百年戦争」が始まり，長い戦乱のなかで，農村

ばかりでなく，成長しつつあった小都市もまた荒廃するに至ります。しかし

豊かなボヘミアでは事情が，少し違っていました。

股初にボヘミア王に選ばれたルクセンブルク家のヨーハンは，1346年クレ

シーの戦いで戦死しますが，彼はこの王国を，単なる収入源としか思ってい

ませんでした。したがって即位に際してボヘミア貴族たちの特権を，いわゆ

るマグナ．カルタの形で認めています。この貴族たちの台頭は，すでに13世

紀後半の段階で，プシェミスルーオタカルn世がハプスプルク家のルードル

フに敗れた重要な原因でもありました｡ことにボヘミアの有力な貴族たちが，

オタカルの王権がより強大になるのを恐れて，ハプスプルク家のルードルフ

の側についたからでもあったのでした。

こうした貴族たちが，自分たちの特権を維持するために，ルクセンブルク

家のヨーハンをボヘミア王に選んでいたわけです。ヨーハンの子，カレル’

世は，その母エリシュカがチェコ民族王朝を直接継承する王女だったことも

あって,王国を留守にして戦いにあけくれていた父王とは違っていましたが，

それでもボヘミア貴族と〈にチェコ人貴族たちの特権を認めないわけにはい

きませんでした。しかも戦禍を免かれ，クトナーーホラの銀に助けられた，

この豊かなボヘミア王国を基盤に，皇帝になると，プラハは，実質的に帝国

の首都となり，先にも述べましたように，いわば「都市計画」を実現し，フ

ラチャニ城も，帝国の王城にふさわしく，ゴチック風に整備・建設されたわ

けです。しかしボヘミアの農村部に生まれていた沢山の小都市を中心に展開

した地方市場を支配していたのは，国王よりも，チェコ人貴族領主たちでし
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た。ボヘミアの富は，この貴族たちを通して，初めて国王の手に集められた，

ともいえましょう。

こうしたチェコ人貴族たちに対抗して王権を強化・拡大する道は，ドイツ

皇帝として，ローマ教皇との関係を緊密にし，またドイツ諸侯ばかりでなく，

ヨーロッパの諸王家とも協調しなければなりません。王国内においては，よ

うやく展開してきた地方市場，商品流通市場をボヘミア貴族の手から王権の

もとに奪い返えさねばならないわけです。そうしなければ，小商品生産者に

成長しようとする農民をさえ支配できなくなるといえます.

教皇との関係でいえば，その結果は，王国内における教会領の増大となり，

高位聖職者の国王による任命権を使って，主としてドイツ人聖職者の増大を

もたらすことになりましょう。それは，ひいてはチェコ人貴族領主の概牲に

おいて実現できるものでした。皇帝カールⅣ世の時代の終りには，教会領は

ボヘミアの大地の％を越えたともいわれています。

ドイツ諸侯や諸王家に対しては家門政策，いわゆる結婚政策を採っていま

す。結婚政策は何もハプスブルク家だけのものではありません。たとえばイ

ギリス王リチャードn世の王妃クイーン・アンは，カレル１世の娘であり，

また当時のハプスプルク家のルードルフⅣ世建設公の公妃カタリーナもカレ

ルの娘です。その弟アルプレヒト、世公も，ルクセンブルク家の王女エリザ

ベータを公妃に迎え，このアルベルテイン系から，わずかな期間，1437～５７

年までボヘミア王を出して，１６世紀，1526年以来，ハプスプルク家のボヘミ

ア支配へと引き継ぐ大きな要因となりました。

ことにドイツ諸侯への対応は,一方でルクセンブルクの家領を拡大し,シュ

レージェン・ラウジッツなどをボヘミア王国に加えたばかりでなく，プラン

デンプルクをも皇帝領として購入しています。しかし他方では，拡大した家

領を維持するためにも，1356年，周知の金印勅書によって，帝国における七

選帝侯による皇帝選出を認め，これらの選帝侯領に実質上の帝国からの独立

という特権を与えることになりました。付け加えるまでもないとは思います

が，マインツ大司教を筆頭にケルン・トゥリエルの両大司教の３人の聖職諸

侯，４人の世俗諸侯ではボヘミア王・ファルツ宮中伯・ザクセン侯・プラン

デンプルク辺境伯ですから，直接にはルクセンブルク家に皇帝位を確保する
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意図がはっきりしています。

だからこそ,カレル１世の婿であるにもかかわらず,ハプスプルク家のルー

ドルフⅣ世公には選帝侯の地位が与えられなかったのでしょう。そのころの

ハプスブルク家の立場については，ヴァンドルツカの「ハプスブルク家」に

詳しいので，ここでは割愛しますが，ルードルフⅣ世も，カールⅣ世に対抗

して，ヴイーンに聖シユテファン寺院を建てたり，1365年にはヴイーン大学

を創設したりしています。だからこそ建設公とも呼ばれているわけです。し

かしそれでもヴィーンの建設は，今のリンク＝シュトラーセ内の狭い旧市内

だけに限られていました。

それにもまして重要な点は，1356年の金印勅書で，七選帝侯から排除され

ると，ルードルフⅣ世は，公位についた1358年の冬の間に，いわゆる「大特

許状」を偽造してまで自ら「大公」を称し，既成事実として大公領に選帝侯

領を凌ぐ特権を手に入れようとしたことです。これが約一世紀後ハプスプル

ク家のフリードリヒ、世が皇帝に選出され，皇帝として，この偽の「大特許

状」を認めた時，効力をもつ帝国法ともハプスブルクの家内法ともみなされ

ることになってしまいます。皇帝選挙に際して選挙権を持たないハプスプル

ク家＝オーストリア大公家にとって，選挙権のあるボヘミア王位の独得は不

可欠の重要性をもつことにもなったわけです。まことに奇妙なことですが，

選帝侯領の一つである「ボヘミア王国」は，王国内のことについては，帝国

法の干渉を受けないことにもなります。特権をもったボヘミア貴族たちは，

高位聖轍者とともに，いわゆる身分制議会を構成しますが，ここには都市の

代表は入れませんでした。

たしかに帝国や王国の行政機構の職，そしてカレル自身の宮廷職につく宮

廷貴族のなかには，沢山の外国人，とくにドイツ人の数が多くなっていきま

したが，チェコ人のボヘミア高級貴族も多かったといえます。公用語にあっ

ても，ラテン語のほかに，このころから一方でチェコ語が使われるとともに，

他方ではドイツ語，といってもまだ中高ドイツ語ですが，これも公用語とし

て整序されてきています｡カレル自身もラテン語・フランス語・イタリア語ヮ

もちろんドイツ語・チェコ語と沢山の言葉を話すことのできる国際人であっ

ただけに，この宮廷には，沢山の人文主義者たちが，ヨーロッパの各地から
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集')，国際色豊かなコスモポリタン的雰囲気に溢れていたことは容易に想像
できます。しかしそれは何故でしょう。

カレルの遠大な「都市計画」によるプラハの建設は始まってはいましたが，

市壁に囲まれた市街地といっても，なおそのなかには農地や放牧地にブドー

畠などもあって，むしろ農村的であったとさえいえましょう。私の手もとに

ある一番古い図版は1493年とされていますが，その時でもフラチャニ城のほ

かは，スタレー・ムニェストの広場でも，その回りに教会と家が建ち並んで

いるにすぎません。しかしそれが1652年の図版によりますと，もう沢山の尖

塔と赤い屋根でピッシリ埋ってしまいます。

たしかにプラハはヴルタヴァ川の水脈を利用して，古くからいわゆる遠隔

地交易の中心の一つであり，１０世紀のアラプーユダヤ商人イプラヒム・イプ

ン・ヤクプの証言にもあるように，北方の国のなかでも－番繁栄していた町

だったわけですが，１４世紀にもなると，先にも述べましたように，農村部に

展開してきた地方市場を相互に結びつける中心的な結節点としての性格を強

く打ち出してきたのではないでしょうか。それとともに，ヴルタヴァ川の河

川敷でもあったスタレー・ムニェストの北の部分に閉じ込められたゲットー

のユダヤ人を除いては，東方からの商人たちは，西方から進出してきたドイ

ツ人商人たちにすっかり追い出され，いわばプラハの都市貴族層はドイツ人

に独占されてしまいます。チェコ人たちは，その支配下に，わずかに小商業

あるいは手工業を営むだけになったのではないでしょうか。

こうしたドイツ人大商人・都市貴族層はギルドを組織し，王権の庇護のも

とに，いろいろの特権を与えられています。しかし西南ドイツの帝国都市や

北方のハンザ都市のような自治都市にまでには到達していません。

神聖ローマ帝国の首都ということでの繁栄とはいうものの，その繁栄の根

底では，大きな変化，封建社会を揺がすような構造的転換が始まっていたと

いえます。たとえばプラハの都市貴族たち大商人も，なお当時，農村部に銭

生してきた地方小都市を十分に支配できるまでにはいっていなかったようで
す。

またことにドイツとの国境地帯では，開墾が進むにつれて農民の不足が見

られ，チェコ人貴族たちも，むしろ積極的にドイツ農民の入植を受入れてい
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ます゜このいわゆる「ドイツ人の東方植民」は，チェコの歴史家グラウスに

よっても，ドイツ農民の侵入ではなくて，浸透であったといわれ，この植民，

開墾のためにも，「ドイツ人の権利」と呼ばれる「土地を自由に処分し得る可

能性をもった氷小作権｣が導入されました。こうした新しい，より自由な農

民と貴族領主との関係を基盤に地方市場が形成され，この貴族領主の主導の

もとに，小さな市場町や地方農村小都市が生まれたといえます。地方にある

ボヘミア貴族が，この地方小都市を実際には支配していたわけですから，地

方のボヘミア貴族とプラハのドイツ人都市貴族とが鋭く対立することになり

ます。市壁のなかに，まだまだ農村的景観を残している1493年のプラハの図

版はそんなことを私に想像させるのです。

ヴラスタ・チハーコヴァーさんが『プラハ幻景」のなかに「飢えの壁」に

ついて書いています。ちょっと長くなりますが，興味深いので引用させてい

ただきたいと思います。

1340年は穀物の収穫が非常に悪く，物価が高くなり，プラハの貧しい

人びとは食べるものにたいへん苦労していたという。ある日，2000人に

もおよぶ人々がフラチャニ城の教会の広場に集I〕，ミサを終えて出てき

た当時の王カレルⅣ世に鮠き助けを求めた。彼らは飢え死からのがれる

ため，仕事の報酬として，お金ではなく食糧を望んだ。王には，2000人

もの人に与える仕事はなかったが，心から同情し，なんとか彼らを助け

たいと考えた。翌日，王の部下は2000人の群衆をペトシーン山に連れて，

そこで何の目的もない壁をつくるように彼らに命じたのである。その仕

事と引き換えに，人々には食料，衣服，靴などが与えられたという。

壁の建設は二三年つづいた。そのうわさを耳にした地方の人々まで

かけつけ，作業も分担されていった。王はしばしば馬に乗って工事現場

に姿を現し，作業する人々を“自分の家族'，と呼んだ。壁ができあがる

と，丈夫な歯をもつ人間のロのような形になり，それはパンを与えてく

れた王に対する“家族”の感謝を表す記念碑となった。現在ペトシーン

山には，この壁にそってケーブル・カーがうごいているが，「飢えの壁」

は何の役にもたたないのにいまだに壊されることなく，プラハの人たち

の意志によって残されている。
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チハーコヴァーさんによれば，このケーブル・カーは歴史のなかで二度ほ

ど停止されたが，現在は動いているという。このペトシーン山，むしろ丘で

すが，この壁はマラー・ストラナの南限を画する市壁でした。市壁は1493年

の図版では，ただ潅木地帯を貫いて，いかにも「何の役にもたたない」よう

に見えます。私たちも20年前このあたりを歩いたことがありましたが，当時

はケーブル・カーの線路は，ツタやシダなどの下草に覆われていて，壁も苔

むして，チェコ人にとってそんなに由緒ある壁とは，ついぞ思いませんでし

た。このお話は，むしろカレルⅣ世にまつわる伝承にすぎないのかもしれま

せん。

しかし，先にちょっと触れましたフランチシェク・グラウスも，「封建的危

機論争」が国際的に拡った時，チェコスロバキアの歴史家を代表して参加し

ています。そのなかで，ボヘミアにおける封建的危機に関して，イギリスで

はこの危機が事実封建制の崩壊となるが，ボヘミアでは再版農奴制に結果す

る。したがって危機を崩壊におきかえることはできず,単に危機現象として，

しかもその第１局面として考察すべきことだとしています。

この分析のなかで，グラウスは，私なりに整理すれば，３つの論点を挙げ

ていますが，その１つに貨幣の悪鋳を取り上げています。本来国王の特権で

あった貨幣鋳造権の濫用，とくに悪鋳は，国王にとって「両刃の剣」であっ

て，貨幣の悪鋳によって巨利を博するが，同時に物価騰貴によって貨幣収入

を失うことになります。たしかにカレル１世の時代までは，クトナーーホラ

ばかりでなくイフラヴァなどの銀に支えられて，ベーメン・グロシェンある

いはプラーガー・グロシェンと呼ばれたボヘミアの銀貨は，質も良く，量も

豊富であったために，外国にあっても信用のおける，人気のある支払手段と

して通用していました。

カレル１世が,皇帝カールⅣ世となり，プラハがドイツ帝国,さらにはヨー

ロッパ経済の中心となるにつれ，遠隔地交易や教皇庁への支払手段であった

金貨の需要が増えた割りには，金貨の供給が少なく，ボヘミアの銀貨との格

差が開いてきました。たしかにボヘミアでは金鉱は少なく銀だけは豊富だっ

たのですが,金はもっぱら今のスロヴァキア，当時はハンガリーで採鉱され，

フォリント金貨としてボヘミアでも流通していました。しかし，このフォリ
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ン卜よりも，ライン・グルデンの方がより国際的，というよりも汎ヨーロッ

パ的であったのかもしれません。この金貨，ライン・グルデンも1356年を100

とすると，1402年では，まだ重量で97.4％，金の含有量でも93.3％にまでし

か減価していませんが，1425年になると，重量では96.0％を維持しています

が，金の含有量では77.9％にまで下落しています。

農村部で社会的分業が展開してきますと，たしかに貨幣，とくに，ここで

は銀貨ベーメン・グロシェンの需要が増大します。しかしプラハが，帝国の

中心となり，いわば当時の世界経済の中心的役割を果たすことにもなります

と，どうしても，こうした，いわば銀貨を主とした地方市場から銀貨が引上

げられ，金貨と交換されるようになるのではないでしょうか。そうするとま

すます地方市場における貨幣不足から銀の生産が立ちおくれ，銀貨の不足か

ら，国王も，事実として鋳造権を狸得した地方貴族も；結局は銀貨の悪鋳に

走ることになります｡事実,グラウスによれば,1300年を100としておよそ1400

年ごろまでに，ベーメン・グロウェンは重量で51.9,銀の含有量では34.5ま

で下がります。これに対して１ハンガリー・グルデン，フォリント当りのグ

ロシェンは，１４世紀の第１四半期には12～13グロシェンであったものが第２

四半期に16-17グロシェンにまで下がりますが，第３四半期，カレル１世の

治世に、一度12～13グロシェンまで回復しますが，第４四半期が終るころま

でに再び徐々に下り始めます615世紀に入ると，２０グロシェンを越えて急速

に下落してしまいます。

各地方毎に分散し，いわばこうした地方市場の中心であった小農村都市に

あっては，人口増も限られ，貨幣価値の減価に伴って，とくに穀物価格が騰

貴しますが，それに応じて封建制の弛んだ農村部では，穀物生産を拡大しま

すが，小都市の需要を越えて供給が過剰になり，穀物価格の下落さえみられ

るようです。しかも，こうした市場で日常生活に関わる通貨はグロシェンよ

りも，さらにその下の小貨幣・補助貨幣が一般に流通しているので，その下

落率はグロシェンより激しかったといわれます。封建地代が金納化している

とすれば，農民の生産する穀物の商品化率が高ければ高いほど，穀物価格も

下落しますが，反面農民は穀物生産を避けて，その他の商品作物，たとえば

羊毛とか麻とか採油植物などへ，生産を転換し，さらには萌芽的に腱村工業
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にさえ転換する可能性も生まれましょう。

その際，共同体規制，とくに作付け制限の強い三圃制村落のなかで，一般

には大慶とされる完全農民は，却って穀物生産からの離脱が難しく，むしろ

三圃制の枠外にあるゲルトナーとか貧農層のなかから，穀物以外の商品生産

を営む者が現れ，ここに新しい富裕な農民層が形成されることも多くみられ

ます。こうして三圃制村落体制が，次第に崩れていく過程で，一方ではこう

した新しい富裕な農民層を中心に農村共同体，いわば隣人共同体に再編され

ますが，他方ではこの再編された共同体から排除され，土地を失い，こうし

た村落から離れざるを得ない人びとをも大量に創り出すのではないでしょう

か。ことに小農村都市にも，商工業部門でいわゆるギルド規制が，地方貴族

によって認められるようになると，手工業部門と農業との間の鋏状価格差も

あって，穀物などの第一次産品を除く諸物価の高騰に結果するでしょう。こ

の被害は貧困者ほど大きくなります。そして，こうした貧困者は，再編され

た農村共同体から，換言すれば自らの生産手段から切り離されて，ボヘミア

王国のなかで，浮浪し，傭兵に応募する人びとを別にすれば，結局は就業の

可能性の多い首都プラハなど，当時の大都市へと流入することになります。

１４世紀の初めには１万人にも達しなかったプラハは，１４世紀末までに５万

の人口にまで増えたともいわれていますが，もしそうだとすれば，カレルの

宮廷をめぐる穀物など生活必需品の需要を含めて，プラハに集った人びとの

需要に見合う供給が不足することは，目にみえます。まして当時の運搬手段

の状況を考えれば，地方小都市のように穀物価格の低下傾向を想定すること

はできません。穀物価格も相対的に高騰し，それにも増して諸物価の騰貴も

ひどくなります。まして1340年の穀物の不作という事情があれば，こうした

傾向をますます増幅することになりましょう。グラウスも，「物価騰貴につい

ての同時代人の歎きは深かった。ことにカレル１世のもとでの40年間に手工

業製品は２倍になった」と述べています。こうしたプラハの事情を考えれば，

チハーコヴァーさんのいう「歎きの壁」の伝承も，まったく史実から離れた

ものとはいえなくなります。

ただカレル１世のプラハでは，いってみれば今日の都市開発プロジェクト

のように，プラハの都市建設事業が，流入した大量の貧困者に食糧や衣類，
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靴などを現物で支給し，いわばグロシェンの下落を防いだ，その結果が先に

述べましたようなグルデン当りのグロシェンの価値の回復にも役立ったので

はないでしょうか。まだプラハの繁栄は，経済の危機的状況を回避できるだ

けの，いわばゆとりをもっていた，ともいえましょう。しかしその反面では，

この繁栄も持続できるほどのものではなかった,ということもまた事実であっ

たわけです。この破局の第一の局面は，１５世紀に入ると，はっきりと現れて

きます。それこそが，ブスの焚刑と，それを契機とするブス派の人びとの蜂

起，いわゆるブス戦争に象徴される「封建的危機」の局面であったといえま

す。しかもドイツに始まったとされる宗教改革に－世紀も先立って，このボ

ヘミアに，民族問題をも含めて起っていることは，私にとって大変興味深い

ことなのです。

このブス戦争については，また別の機会に譲ることにしますが，私事にな

りますが，学部に入って最初にドイツ中世史を教えていただいた山中謙二先

生の本当の御専門が,『フシーテン運動の研究｣であったことを，その当時は，

まったく知らなかったのに，今ごろになって，私が，それと取り組むことに

なろうとは思いませんでした。

要するに私のいいたかったことは，「黄金のプラハ」といわれる繁栄，封建

社会の股後の繁栄の陰には，早くも，次の時代への胎動が始まっていたとい

うことであり，しかも当時のいわば大都市の周辺にある農村部で，たとえ分

散的ではあれ，銀を通貨とする地方市場が形成され，金を主とした商品流通

､市場とは違った形で，いわば労働市場ともいうべき萌芽が生まれていた，と

いいたかったわけです。社会的分業の展開につれて，共同体も再編され，市

場が形成されても，この市場が，決して均質のものではなく，異質の市場が

重層的に重なり合いながら，しかも互に接点をもっていた。こうしたなかか

ら新しい，いわゆる「近代」が胎動していくように思います。

まとまりのない話でしたが，御清聴ありがとうございました。
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